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子供たち一人一人の幸せを願って… 

                           校長 羽田野庸史 

 

朝や夜の寒さは身にしみるものの、時折の気温上昇に春の訪れを感じる頃となりました。

コロナ対応に追われた令和２年度も最後の月を迎えました。 

この３月に卒業を迎える６年生は、私が東町小に着任した平成 27年４月に入学式を迎えた

子供たちです。体育館に入場して来る可愛いらしい姿を見て、この子たちの卒業を見届けた

いと思った、その日がもう目の前に近付いてきています。小学校教育に携わる私にとって、

子供たちの６年間の成長を見守り続けることができたことは、この上ない喜びです。 

 さて、私が教員になって７，８年経った頃の話をします。６年生の担任として、子供たち

を国会議事堂に連れて行った時のことです。国会議事堂の見学が一通り終わって、国会議事

堂の見学ができるようにご尽力いただいた国会議員の方が、屋外の広場にいる子供たちのと

ころにごあいさつに見えました。そのごあいさつの最中に、クラスの一人の女の子が私のと

ころに来て、「先生も、私たちにああいうふうに（国会議員みたいに）なってほしい？」と聞

いてきました。私は、その時、その子に「先生は、みんなに幸せになってほしいと思ってる

よ。総理大臣になりたい人がいたら総理大臣になってほしいし、パティシエになりたい人が

いたらパティシエになってほしいし、日本一のお嫁さんになりたいと思っているんだったら

日本一のお嫁さんになってほしいと思っているよ。人から見てどうかではなく、その人がな

りたい職業になれることがいちばんいいんじゃないかな。」と答えました。私の言葉を聞いた

その子は、「ふ～ん。」と言って、その場を離れました。私の言葉の真意がどこまで伝わった

かは、分かりませんが、この気持ちは、私が教員になってから今もずっと変わらない気持ち

です。ちなみに、この時に私が言った「総理大臣」「パティシエ」「日本一のお嫁さん」は、

自分が過去に６年生を担任した時に子供たちが実際に自分の将来の夢として挙げたもので

す。 

「子供たち一人一人に幸せになってほしい。」 極めて抽象的な言い方かもしれませんが、 

私は、子供たちが、自分自身、本当に幸せだなと思える人生を歩んでほしいと切に願ってい

ます。幸せの形は、人それぞれ違うと思います。周囲の人から見て一般的に幸せと思える職

業や生き方でも、本当に当人にとって幸せなのかどうなのかは、当人にしか分かりません。

幸せの形は、周囲の人が決めるのではなく、自分自身で決めるものだと思います。子供たち

には、幸せの形を自分自身で決め、その幸せの形を形作ってほしいと思います。 

 この３月に東町小を巣立って行く卒業生、そして、今、東町小で学んでいる在校生、これ

まで東町小を卒業して行った子供たち、また、私がこれまで担任したすべての子供たちが幸

せな人生を送ることを願っています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※これまでの学習を生かして、３月中に１回、 
予告なしの避難訓練を行います。 

 

３月 行事予定  

日 曜 行 事 等 
放課後

遊び 

1 月 安全指導日 ― 

2 火  ３年 

3 水  ― 

4 木  ４年 

5 金  ６年 

6 土 土曜授業日  ― 

7 日   

8 月 クラブ活動、クラブ見学（３年） ― 

9 火 
保護者会 （３年１５：００開始） 

     （４年１６：００開始） 
５年 

10 水 

４時間授業 

保護者会 （５年１３：３０開始） 

（１年１４：３０開始） 

（２年１５：３０開始） 

― 

11 木  ６年 

12 金 
2021ヒガシマチピック（６年） 

保護者会（６年） 
－ 

13 土   

14 日   

15 月 委員会活動 ― 

16 火  ４年 

17 水 卒業遠足（６年） ― 

18 木 ６年生を送る会 ５年 

19 金  ６年 

20 土 春分の日 ― 

21 日   

22 月  ― 

23 火 
給食終了 卒業式予行（５・６年） 

通知表配付（６年） 
― 

24 水 卒業式（１０：００開始）  ― 

25 木 修了式 通知表配付（１～５年） ― 

26 金 春季休業日開始 ― 

27 土   

28 日   

29 月   

30 火   

31 水   

生活指導 
３月の生活目標 

「一年間のまとめをしよう」 
 

生活指導主任 髙木 順一 
 
いよいよ一年間のまとめの時期になり

ました。一年間を振り返り、次の学年の準
備をするように指導をしていきます。 
一年間使ってきた自分の机や椅子、ロッ

カー等をきれいにして、次に使う人が気持
ちよく使えるようにしたり、進級する学年
に向けての自覚をもたせたりします。 

お知らせ 
 
＊クラブ見学（３年）の実施 
 緊急事態宣言のため、延期していた３年
生のクラブ見学を３月８日（月）に実施し
ます。この日は、下校が 15:45頃になりま
す。ご承知おきください。 
 
＊保護者会の日時の変更 
 緊急事態宣言等のために、今年度最後の
保護者会の日時が、年度当初にお知らせし
たものと変わっています。左の行事予定で
お確かめください。 

 
＊箱根移動教室（６年）の中止 
 当初 11 月に３泊４日で予定していた６
年生の箱根移動教室ですが、コロナ対応の
ため、３月９日（火）・10 日（水）に１泊
２日にして実施を計画し直しました。しか
し、感染拡大が収まらず、やむなく中止と
なりました。その代替行事として 17日（水）
によみうりランドに卒業遠足に行きます。 
 
＊ありがとうの会（６年）の中止 
 12日（金）に予定のありがとうの会は、
緊急事態宣言下で、歌唱、楽器演奏の練習
ができないため、中止となりました。 
 同日の５・６校時に６年生の成長を見て
いただく場として、“2021 ヒガシマチピッ
ク”を計画しました。６年生の保護者の方
は、密を避けてぜひご参観ください。 

 
＊人権の日 
 ３月の人権の日は、16日（火）です。16
日の給食は、中国で、手作り肉まん、中華
風かき玉汁、春雨の中華ゴマサラダです。 



 
令和３年度の教育活動の方向性について 

校長 羽田野庸史 
 
令和３年度の教育活動の方向性について、以下にお示しします。今後の感染状況によって

は、変更もありますが、令和３年度は、コロナ対策を講じつつ、通常の教育活動に戻してい
くことを模索しながら教育活動を推進していきます。 
＊始業式、終業式は、低・中・高学年別（校庭）または学年別（体育館）で実施します。 
  始業式、終業式は、密を避けるため、晴れの場合、校庭で低・中・高学年別に２学年ご 
と、雨の場合は、体育館で１学年ずつ行います。令和３年度の１学期の始業式は、時差登
校になります。 

＊学校公開は、参観できる人数、日時を限定して実施します。 
  学校公開は、今年度同様、一つのクラスをＡ、Ｂ、Ｃの３グループに分け、１回の参観 
は、１グループのみとします。そして、３日間の公開日程の中で、公開する時間帯をクラ
スごとに限定します。指定された日時で不都合がある場合は、担任にご相談ください。 

＊保護者会は、状況により、体育館で実施したり、リモートで行ったりします。 
  保護者会は、その時その時の状況を鑑み、学年ごとに体育館で行ったり、場合によって 
はオンラインで実施したりします。学年始めや学年終わりの重要な時期は、基本的に対面 
とします。 

＊通知表の配付を 10月と３月の年２回とします。 
  年３回だった通知表の配付を年２回にすることで、７月、12月にも学校行事等を入れる 
ことができ、全体にゆとりをもった行事予定を組むことができます。１学期終わり（７月 
頃）、２学期終わり（12月頃）の個人面談で、児童の学習状況についてお伝えします。 

＊５月 29日（土）に運動会、状況によっては体育学習発表会を実施します。 
  ５月 29日（土）に運動会を実施する予定にしていますが、コロナの感染状況により、 
 練習が十分にできない、全校児童保護者の参観が難しいなどの場合は、今年度同様、体育 
学習発表会として表現運動を行うとともに、短距離走を行います。 

＊11月 19日（金）・20日（土）に学芸会、状況によっては違った形で実施します。 
  学芸会を 11月 19日（土）（児童鑑賞日）・20日（土）（保護者鑑賞日）に実施する予 
 定にしていますが、運動会同様、コロナの感染状況により、違った形で実施します。 
＊遠足、生活科見学、社会科見学は、その時その時の状況を鑑みながら、実施の有無につい 

て判断しますが、遠足については、今後、見直しを図ります。 
  遠足、生活科見学、社会科見学については、現在、公共交通機関を利用しての移動がで 
きないため、その時その時の状況を鑑みながら、実施の有無について判断します。 

  なお、遠足については、コロナ禍とは関係なく、来年度に向けて見直しを図ります。生 
活科見学、社会科見学等は、見直しを図りません。 

＊箱根夏季学園（５年）が１泊２日の実施となります。 
  オリンピック・パラリンピックでバスの確保が困難なことから、５年生の箱根夏季学園 
は、１泊２日の実施となります。７月 22日（木）・23日（金）の予定です。 

＊箱根移動教室（６年）が２泊３日の実施となります。 
  コロナ対応により、同時期の複数校実施を止め、単独校実施となったため、６年生の箱 
根移動教室は、２泊３日となります。また、東町小は、人数が多いため、６月 15日（火） 
～17日（木）（１クラス）と 17日（木）～19日（土）（２クラス）の２回実施です。 

＊全校朝会、児童集会、音楽（体育）朝会は、リモートまたは学年を限定して行います。 
  コロナの感染状況に応じて、全校朝会、児童集会、音楽朝会、体育朝会は、リモートで 
教室で行ったり、２学年ずつなど学年を限定して行ったりします。 

＊休み時間を２段階にし、水曜日も含め、フラットな週時程にします。 
  休み時間の校庭での密を避けるため、通常の中休み（10:25～10:45）の前にもう一つ中 
休みの時間（10:00～10:20）を設け、前半を低学年、後半を高学年の中休みとします。ま 
た、昼休みも、昼休みと清掃時間をセットにし、昼休みに低学年、清掃時間に高学年が休 
み時間を取るようにします。月～土曜日まで１週間、フラットな時程としました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 Ⅴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

International Assembly を終えて 

国際科担当 岡島 黎於 

小林恵里花 

 

 今年度の International Assemblyは、コロナ禍ということもあり、密を避けるために異学

年との交流はせず、学年内での演技となりました。合同での練習がなかったため、今回はじ

めて他のクラスの演技を見ることになりました。同じ学年でもジェスチャーの仕方やセリフ

の言い回しの違いがあり、それぞれのクラスのよさを感じながら演技を見合っていました。

どの学年も国際科の学習の成果を存分に発揮し、工夫を凝らして素晴らしい演技ができまし

た。 

演技が終わった後の子供たちは、充実感や達成感に溢れた表情をしており、自分たちが頑

張って創り上げたものを誰かに見てもらうことが、子供たちに与える影響の大きさを実感し

ました。他学年の演技は、国際科の授業の時間に動画で見合い、来年度の International 

Assemblyの参考にするとともに、今後の国際科の授業への意欲を高めていました。 

 
≪学年の窓≫      ６年生・コロナ禍の中で… 

６年１組担任 村松 静香 
６年２組担任 仁平 雄登 

 
「６年生になったらこんなことをしてみたい。」「６年生になったらこんなことを頑張りた

い。」と多くの期待と憧れをもっていた子供たちにとって、新型コロナウイルスによって、多
くの「６年生」としての活躍の場が奪われた１年でした。楽しみにしていた行事も中止にな
り、制限の多い中での生活でした。５年生の時から担任している私たちも悔しい思いをした
１年でした。しかし、そんな中でも子供たちは、「今できること」に向かって全力で努力し、
「今」を全力で楽しんでいました。「コロナで自粛期間があったから、友達といる時間の大切
さを改めて感じた。」と多くの子供たちがこの言葉を口にしていました。この言葉は、学年の
様子をよく表しているなと感じます。 
「コロナ禍で大変なことも多かったけど、楽しい１年だったね。」と６年生のみんなが笑顔

でこの東町小学校を巣立っていけるように、残りの日々を全力で楽しんでいけるようにした
いと思います。 

 

☆2021ヒガシマチピックに向けての練習☆ 


